
 

 
 
 
 

 
 

 

 

 

 

 

 

２０２０年１０月２１日以降、ＪＲ東労組中央本部はＪＲ東労組高崎地本に本部派遣を行いました。それ以

降、ＪＲ東労組高崎地本事務所から、何者かによって通帳 6冊(計 1億円以上)が持ち去ら

れていたことが発覚しました。 

本部派遣団は元ＪＲ東労組高崎地本執行部に対し、幾度となく通帳の行方

を手紙で尋ねましたが全て無視されてしまいました。 
  

 そのような中、２０２０年１１月１７日、ＪＲ東労組高崎地本組合員である恩田氏らは規約を逸脱し「臨時総

会」をデッチ上げました。その後、恩田氏は制裁が申請され、組合員権が停止されているにも

関わらず、規約を無視し、自らを「ＪＲ東労組高崎地本執行委員長」と語る文書を友誼団体

や関係者に送り付け、組織混乱を助長させています。 
 

 恩田氏はその後、ひがし労の顧問弁護士を代理人に、ＪＲ東労組に対して提訴を行っています。その裁

判の中で、恩田氏が「持ち去られたＪＲ東労組高崎地本の６冊の通帳」を持っていることが判

明しました。 
 

 本部派遣団は、恩田氏に「持ち去られたＪＲ東労組高崎地本の６冊の通帳」

の返還を請求しましたが、無視されましたので、２０２１年１２月１４日に通帳の返
還を求めて提訴しました。 
 

一体誰がＪＲ東労組高崎地本の 

金庫から通帳を持ち去ったのか？ 

絶対に許さず、追及します！ 
 

 

 

 

組合財産の持ち去りは犯罪だ！許されない！ 
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